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号住居では角礁が多く使用されていたのに対して、 2号住居には丸磯が多く使用されているとし寸相違

も認められた。

加曽利E4式土器の出土比率にも差異が認められた。 1号住居は加曽利E4式土器が占める割合が約

31パーセントであったのに対して、 2号住居で、は約62パーセントであった。

以上のように l号住居と 2号住居において見られた共通点と相違点について考えると、双方において

敷石住居で多く報告されている共通点が確認されたものの、同ーの遺跡に内において検出された住居と

しては、相違点が多く認められると言えるであろう。

3 周辺遺跡の事例

本遺跡の周辺の遺跡で検出された敷石住居を以下の表にまとめた。

第48表静岡県東部の敷石住居検出遺跡
番号 遺跡名 所在地 遺術名 形態 敷石の範閤 埋聾 石棒 石図炉 時期 備考 報告.

1号住居 柄鏡形 周11 。。。曽利V式・加酋利E4式 対ピッ ト
丸尾北遺跡 本.

沼津市 2号住居 柄銭形 周堤つ × 。。曽利v式・加曽利E4式 壁柱穴対ピッ ト
2 大谷津遺跡 柄鏡形 x x 。加曽flJE4式併行 『子ノ神大甚軍・山崎11・丸尾1111臨5

3 鉄平遺跡 1号住居 柄鍵形 一郎のみ検出 。X 。中期後半 側壁湾 '鉄平遺跡12003
畏泉町

4 桜畑上遺跡 住居 柄鎌形 全面 。。。首利V式併行 資料監理中

方形 南半中心 不明 不明 。加曽利E式
5 千枚原遺跡 B 1号住居t止 柄鏑形 ぽほ全面 不明 不明 × 加歯車U8式 F千枚原遺跡jl968

82号住居t止 柄線形 ほぽ全面 不明 不明 x 加首利目式

6 十石洞遺跡 第 1号住居祉 円形 炉周辺 × 。。加曽利E4式併行 '十石洞遺跡jl990

S 8-10 隅丸方形 周平の石3枚 7又 x × 中期後半 敷石住居の可能性のある住居
7 押出シ遺跡 i 三島市 『押出シ遺跡(iI術・)11999

S 8-34 隅丸方形 周堤? × x 。中期後半 側壁溝

第15号住居祉 円形 ぽほ全面 堀之内H式 壁柱穴

8 北山遺跡 第5住居 不明 入口部 x 。× 加首利81 『北山遺跡j1986・1988

第12号住居 不明 入口部 × 。× 加曽事U81
9 観音洞B遺跡 第3号住居士止 不正円形 石垣を伴う住居 × x 。加首利E3式併行 石壇 ・石柱を伴う 『五植観音量・元山中，闘蹄 11994

3号住居祉 柄銭形 周纏と炉周辺 × 。。千居111式・ 2日曽利E4式 側壁溝
4号住居t止 柄銭形 周爆フ × 。。干居11式
5号住居祉 不明 不明 不明 不明 不明 加酋車IJE4式 4号住居に切られる

9号住居祉 うちわ形 11石部 i'II出額 。。。堀之内H式 配石園練竪穴家屋t止

10 大量里遺跡 伊豆市 13号住居祉 柄鏡形 周堤 × 。。繍之内 l式 '修善寺大擦遺跡j1982

14号住居祉 柄鏡形 周漣と炉周辺 x 。。堀之内|式 配石回線竪穴家屋祉

17号住居祉 柄鏡形 不明 x x 。姻之内 l式 配石図震竪穴草屋祉により破.

18号住居祉 不明 不明 不明 不明 不明 中期 配石罰健竪穴軍屋祉により破11

19号住居t止 柄鎌形 周纏フ × 。。中期末.縄之内 l式 配石園練竪穴草屋台止により破犠

1号住居 欄円形 周縫っ × x x 堀之内11式前半段階 4号住居と量復

2号住居 楕円形 不明 × × 不明 堀之内 II式前半段階 内部に狙状の石が分布

3号住居 柄鏡形 全面 " 
。堀之内II式後半段階

4号住居 柄続形? 周II? x × × 堀之内 l式中段階 1号住居と量複

11 原畑遺跡 中伊豆町 5号住居 柄銭形 周11 × 。。堀之内 l式段階 '原姻遺跡(運1情絹)J2003

6号住居 柄鏡形 全面ワ × × 。加曽利E4式
7号住居 柄鏡形 全面? × x 。加首利E4式
8号住居 柄鏡形 周11つ × × 。楓之内!式後半段階
9号住居 不明 不明 × × 。加曾利E4式
2号住居 不明 不明 。× 。姻之内1式 敷石住居フ

7号住居 柄鏡形? 一部のみ残存 。。x 11利IV.V式加曽利E4式
8号住居 柄競形 一部のみ残存 。x 。首利IV式・加曽利E4式

12 上西ノ窪A遺蹟 伊Eの国市 '笹子遺跡・上西ノ窪遺跡119宮7
9号住居 柄鏡形 一部のみ残存 x 。。相之内式 壁柱穴つ 10号住居と重複

10号住居 柄鏡形 一部のみ残存 × × 不明 堀之内式 壁柱穴

11号住居 柄鏡形 一部のみ残存 × × 。楓之内式 壁柱穴

13 見高段間遺跡 川津町 第1号t止 柄鎌形 全面 x 。。加・利E11式 rg繍鶴車二畑査報告書j1911

14 破魔射場遺跡 富士市 S 8-25 柄鏡形 周爆? x x 。堀之内1式 '富士川SA関連遺跡12001

駐遺構名 ・土器型式の褒配方法については各報告書に準じている
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第140図 静岡県東部における敷石住居検出遺跡分布図

4 丸尾北遺跡の柄鏡形敷石住居について
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最後に先行研究により提唱されている敷石住居の変遷観に照らし併せ、周辺遺跡の事例も踏まえて、

本遺跡で検出された柄鏡形敷石住居についてまとめたい。上述したように柄鏡形敷石住居の変遷につい

ては、石柱、石壇がその範囲を拡大し屋内敷石の風習へと発展し、埋塑を伴う小張出部から発展した柄

鏡形住居と融合して柄鏡形敷石住居を成立させたとする指摘がある (山本2002)。

周辺の遺跡では、石柱、石壇を伴う敷石住居は、 三島市観音洞B遺跡検出の加曽利E3式段階の住居

が唯一の検出例として挙げられる。これは周辺遺跡の敷石住居の中では古い時期のものであると同時に、

柄鏡形を呈しておらず、不整な円形を呈する住居であり、上述の変遷に合致した様相を示している。

観音洞B遺跡検出の事例を除けば、本遺跡周辺の敷石住居の時期は加曽利E4式から堀之内II式の範

曙に収まるものが主体である。しかし同時期に構築されたとは言え、他の遺跡で検出された敷石住居の
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